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環境問題やエコロジーに対する国民意識は年々強まっており、国や市町村の政策として

も企業の取り組みとしても意識が高く持たれています。都市と自然が融合したつくば市に

おいても環境活動が日々行われており、美化活動を行うとその効果を感じることができま

す。しかし、市民の意識や活動の実施が到達していない地域もまだ残されており、市民全

体で「住環境」「自然」の在り方を考え、意識向上を図っていくことが必要であります。  

今よりも市民の意識高揚や活発な活動実施を行うためには、つくば市の優れた都市マテ

リアルを活かし、住み暮らす地域のクリーン作戦やエコロジー問題などを地域住民の方を

巻き込み、活動の伝播や運動への参加を原動力としていきます。そこでの共感を元に自分

たちの住んでいる地域の問題点に気づき、また考察する機会を作っていきます。そのため

には地域の都市環境や自然環境に目を向け、地域を大切に思う心を醸成することで、「この

環境をいつまでも残していきたい、共に住み暮らすにはどうすればいいのか」と考察する

力が芽生えるような事業を実施いたします。また、それらの意識醸成を定期的に周知し、

きっかけとなる機会を作ることが重要です。そのために、つくば市きれいなまちづくり実

行委員会と共に、つくば市内を中心に環境美化運動を行い、自身の住み暮らす都市環境の

隅々にまで目を向ける取り組みを定期的に設け市民や地域企業に参加して頂きます。これ

により、地域の現状や問題を改めて認識することで、意識の高揚を図り続けていきます。  

住み暮らす地域環境を知り、地域を愛する。それらの行動が問題に意識を持ち、自発的

に地域を大切にする市民増加に繋がるのです。その運動の継続が都市環境と豊かな自然の

調和を生み、そしてつくばの新時代（みらい）のまちづくりにつながっていくのです。  

 

１．都市環境を活用した事業の開催  

２．つくば市きれいなまちづくり実行委員会との連携  

３．つくばの環境美化の推進協力  
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